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江若花崗岩中の小規模破砕帯の走向に関する方位統計学的検討の試み
Preliminary study on the directional statistics of crush zones’ strikes in the Kojaku Gran-
ite
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はじめに：（独）日本原子力研究開発機構（以下，「JAEA」）の高速増殖原型炉もんじゅ（以下，「もんじゅ」）において
は，敷地内破砕帯の追加地質調査の報告書を取りまとめて，原子力規制委員会に提出し，その後，評価が進められている
ところである。例えばもんじゅのような重要構造物の地盤に関係する自然現象に対する施設の安全性に関連して，地質
等の調査結果が専門家との協働により公開の場で評価される状況は，地質学の実際問題への対応という意味で新たな領
域を形成しつつある。そのような場では，現地を共に確認し，より科学的・客観的な吟味や評価を行うことが重要であ
ろう。本報告では，JAEAが報告した内容のうち，もんじゅ敷地内に見られる江若花崗岩中に発達する小規模破砕帯の走
向が示す複数の系統について，客観性の向上により説明をわかり易くすることを目的として試行している方位統計学的
検討結果と若干の構造地質学的考察をのべる。
課題：これまでの報告（島田ほか，2014）では，互いに切断しあう「2系統」の破砕帯（β系，走向 N10゜ E前後；α

‐ 3系，走向 N50゜ E前後）が分布することは露頭観察から自明としていた。「2系統」とした客観的な判断基準が与え
られるべきである。
方法：水平露頭で観察される高角度傾斜の破砕帯および粘土を挟む不連続面の走向と長さを約 15m四方の範囲の 1/200

スケッチから読み取り，長さを単位長さで割り，走向を単位長さ個数ならべたリストを作る。走向（0～180度）を方位
統計学的に検討するために 2倍する。Garćia－ Portugúes（2013）の方法（フリー統計ソフト Rとパッケージ“movMF”
を使用）により，方位分布がいくつのフォン‐ミーゼス分布の混合か検討する。各分布の平均方位を 2で割り走向に換
算する。
結果：データは，8個のフォン‐ミーゼス分布の混合であると算出された。各平均走向（北から時計回りに 180°表示）

と集中度パラメータと全体に占める割合（mean strike in deg./kappa/fraction）は，10/12.5/0.147（≒ β系），14/3.79/0.117，
26/3.22/0.134，44/15.3/0.145（≒ α-3系），47/3.55/0.116，66/2.55/0.110，132/4.14/0.066，169/4.63/0.167であった。これ
まで 2系統と表現してきた破砕帯は，それぞれ集中度パラメータが 10を超える 2方向に近い。全体の方位密度分布曲線
は 2個のピークを示す（Fig. 1）。このことから，これまで自明とした主要な「2系統」は，方位集中度の方位統計学的検
討によっても客観的に根拠づけられた。
考察：2系統の破砕帯は，β系は右ずれ，α-3系は左ずれを主体とする。両破砕帯内には黒雲母の塑性変形が普遍的に

観察されるので，形成温度条件は比較的高温である。両破砕帯は方位統計学的に同程度に発達しており，N30゜ E方向
を挟む斜方対称的な分布をなし，互いに切断する関係である。これらのことから両破砕帯は共役系をなすと解釈される。
すなわち，両破砕帯の形成時に，この付近は，N30゜ E方向に短縮かつ直交方向に伸びるように変形した。この変形は，
第四紀後期の東西短縮の状況とは整合しない。これらの状況は，両破砕帯が，現在の地表付近の環境で形成されたもの
ではなく，古い地質構造であることを示している。
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Fig.1方位密度分布曲線　横軸は走向で 360°表示，縦軸は分布密度（平均 1）を示す。
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